
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
 
(
P
D
M
)
 
V
e
r
.
2
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
ト
ル
コ
自
動
制
御
技
術
教
育
改
善
計
画
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
標

 
指

標
入

手
手

段
 

外
部

条
件

 

ス
ー

パ
ー

ゴ
ー

ル
 

自
動
制
御
技
術
の
分
野
に
お
い
て
、
中
堅
技
術
者
お
よ
び

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
需
要
が
満
た
さ
れ
る
 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

1
0
年
目
に
、
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校
自
動

制
御
学
科
の
卒
業
生
数
が
毎
年

3
6
0
名
以
上
に
な
る
 

 国
民
教
育
省
資
料
 

 

上
位

目
標

 
他
の
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校
に
お
い
て
自
動
制
御
技
術

の
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
 

 1
.
 新

規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
実
施
す
る
学
校
の
状
況
 

2
.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
３
～
５
年
間
で
、
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

に
お
け
る
自
動
制
御
学
科
の
設
置
数
が
４
校
以
上
に
な
る
 

 1
.
 国

民
教
育
省
資
料
 

2
.
 
国
民
教
育
省
資
料
 

 

 自
動
制
御
技
術
分
野
に
対
す
る
企
業
ニ

ー
ズ
が
変
化
し
な
い
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

 
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
お
よ
び
コ
ン
ヤ

校
に
、
自
動
制
御
関
連
産
業
界
の
需
要
を
満
た
す
中
堅
技

術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
、
普
及
モ
デ
ル
型
新
規
教
育
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
 

 1
.
 国

民
教
育
省
で
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
明
言
さ
れ
る
 

2
.
 卒

業
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
企
業
が
イ
ズ
ミ
ー
ル
で

4
0

社
、
コ
ン
ヤ
で

2
0
社
を
超
え
る
 

3
.
 イ

ズ
ミ
ー
ル
校
お
よ
び
コ
ン
ヤ
校
へ
の
入
学
応
募
者
数
 

4
.
 両

校
の
入
学
合
格
点
数
 

 1
.
 
国
民
教
育
省
資
料
 

2
.
 
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

3
.
 
両
校
の
資
料
 

4
.
 
両
校
の
資
料
 

  

 1
.
 
自
動
制
御
技
術
分
野
の
技
術
者
に

対
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変

化
し
な
い
 

2
.
 
国
民
教
育
省
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
支
援
が
継
続
的
に
行
わ
れ
る
 

3
.
 
訓
練
を
受
け
た
教
員
が
民
間
に
流

出
し
な
い
 

4
.
 
ト
ル
コ
側
の
運
営
予
算
が
継
続
的

に
確
保
さ
れ
る
 

２．PDM（和） 
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
要

約
 

指
標

 
指

標
入

手
手

段
 

外
部

条
件

 

成
果

 

1
.
 
革
新
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
る
 

 

1
-
1
.
 
2
0
0
1
年

1
0
月
ま
で
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
開
発
さ
れ
る
 

1
-
2
.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
５
月
ま
で
に
新
科
目
の
シ
ラ
バ

ス
を
完
成
さ
せ
る
 

1
-
3
.
 
関
連
企
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
満
足
度
 

1
-
1
.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

1
-
2
.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

1
-
3
.
関
連
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
 

 

2
.
 
生
徒
の
た
め
の
適
切
な
学
習
教
材
が
開
発
さ
れ
る

 

2
-
1
.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
８
月
ま
で
に
教
科
書
（
暫
定
版
）

を
作
成
す
る
 

2
-
2
.
 暫

定
版
作
成
の
翌
年
８
月
ま
で
に
、
暫
定
版
が
見
直
さ
れ
、
初

版
が
作
成
さ
れ
る
 

2
-
3
.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
８
月
ま
で
に
実
習
指
導
書
を
作

成
す
る
 

2
-
4
.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
８
月
ま
で
に
実
験
・
実
習
器
材

を
開
発
す
る
 

2
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

 

3
.
 
教
員
の
た
め
の
適
切
な
教
育
教
材
が
開
発
さ
れ
る

 

3
.
 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
毎
年
８
月
ま
で
に
教
師
用
指
導
書

（
年
間
指
導
計
画
例
、
指
導
指
針
、
実
習
ガ
イ
ド
、
テ
キ
ス
ト
ガ

イ
ド
）
を
作
成
す
る
 

3
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

 

4
.
 教

員
研
修
シ
ス

テ
ム
（
教
授
法
を
含
む
）
が
構
築
さ

れ
、
教
員
の
能

力
が
向
上
す
る
 

 

4
.
 
各
科
目
の
授
業
開
始
前
に
、
２
名
以
上
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
に

各
科
目
１
０
時
間
以
上
の
技
術
指
導
が
行
わ
れ
る
 

4
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

 

5
.
 産

業
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
先
端
的
な
機
材
が
導
入
さ

れ
る
 

 

5
-
1
.
導
入
さ
れ
た
機
材
の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
企
業
の
満
足
度
 

5
-
2
.
関
連
科
目
の
授
業
開
始
３
ヶ
月
前
に
機
材
が
設
置
さ
れ
る
 

5
-
1
.
 関

連
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
 

5
-
2
.
 
機
材
管
理
台
帳
 

 

6
.
 上

述
の
機
材
の

使
用
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
適
切
に
行

わ
れ
る
 

 

6
.
 両

校
に
導
入
さ
れ
た
機
材
の
適
切
な
使
用
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

す
る
方
法
を
２
名
以
上
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
習
得
す
る
 

6
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

 

7
.
 
上
記

1
.
～
6
.
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

他
校
・
産
業
界

に
一
般
公
開
さ
れ
る
 

 

7
-
1
.
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
シ
ラ
バ
ス
、
学
習
教
材
、
教
育
教
材
、
研
修

シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
比
率
 

7
-
2
.
 デ

ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
も
の
が
他
校
・
産
業
界
に
一
般
公
開
さ
れ

た
比
率
 

7
-
1
.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 
 

7
-
2
.
 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
掲
載
状

況
記
録
 

 

8
.
 
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立

し
、
新
し
い
教

育
シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る
 

 

8
-
1
.
 
企
業
ニ
ー
ズ
調
査
が
毎
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ
る
 

8
-
2
.
 卒

業
生
が
輩
出
さ
れ
る
前
に
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
普
及
セ
ミ

ナ
ー
が
企
業
向
け
に
毎
年
１
回
開
催
さ
れ
る
 

8
-
3
.
 
他
校
向
け
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
が
４
種
類
以
上
開
催
さ
れ
る
 

8
-
4
.
 
上
記
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
者
数
が

3
0
0
名
を
超
え
る
 

 

8
-
1
.
 関

連
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
 

8
-
2
.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

8
-
3
.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

8
-
4
.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
記
録
 

 

ニ
ー
ズ
調
査
時
に
把
握
し
た
、
自
動
制

御
技
術
分
野
に
対
す
る
企
業
ニ
ー
ズ
が

大
き
く
変
化
し
な
い
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活
動

 
投

入
 

外
部

条
件

 

1
.
 ト

ル
コ
の
職
業
教
育
シ
ス
テ
ム
に
大
き
な
変
更
が
な
い
 

2
.
 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
状
況
が
改
善
さ
れ
る
 

（
通
信
関
連
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
）
 

 

前
提

条
件

 

 

1
-
1
.
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
 

1
-
2
.
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
 

1
-
3
.
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
対
す
る
企
業
の
意
見
聴
取
 

2
-
1
.
 
教
科
書
（
暫
定
版
）
の
作
成
 

2
-
2
.
 
教
科
書
（
初
版
）
の
作
成
 

2
-
3
.
 
実
習
指
導
書
の
作
成
 

2
-
4
.
 
実
験
・
実
習
器
材
の
開
発
 

3
.
 
 
実
習
用
指
導
書
の
作
成
 

4
.
 
 
関
連
科
目
の
技
術
指
導
お
よ
び
教
授
法
の
指
導
 

5
-
1
.
 
機
材
リ
ス
ト
の
作
成
 

5
-
2
.
 
機
材
の
調
達
・
設
置
 

5
-
3
.
 
機
材
の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
企
業
の
意
見
聴
取
 

6
.
 
 
機
材
の
適
切
な
使
用
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
技

術
指
導
 

7
-
1
.
 
成
果

1
.
～

6
.
で
開
発
さ
れ
た
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化

7
-
2
.
 
w
e
b
ペ
ー
ジ

の
開
設
お
よ
び
情
報
の
掲
載
 

8
-
1
.
 
産
業
界
の
自
動
制
御
技
術
へ
の
ニ
ー
ズ
把
握
 

8
-
2
.
 
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
普
及
に
関
す
る
企
業
向
け
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
 

8
-
3
.
 
技
術
お
よ
び
教
授
法
に
関
す
る
他
校
向
け
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
 

 

ト
ル
コ
側

 

1
.
 
人
員
配
置
 

(
1
)
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
 

 
 
 
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
 
 
情
報
電
子
７
名
以
上
、
情
報
機
械
７
名
以
上
 

 
 
 
 
コ
ン
ヤ
校
 
 
 
情
報
電
子
７
名
以
上
 

(
2
)
事
務
職
員
 

2
.
 
建
物
お
よ
び
付
帯
施
設
 
 

3
.
 
什
器
お
よ
び
消
耗
品
 

4
.
 
予
算
措
置
 

  日
本
側
 

1
.
 
専
門
家
派
遣
 
 

(
1
)
長
期
専
門
家
６
名
：
 

・
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

・
情
報
電
子
２
名
 

（
製
品
設
計
技
術
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン
設
計
技
術
）
 

・
情
報
機
械
２
名
（
自
動
生
産
技
術
、
F
A
シ
ス
テ
ム
技
術
）
 

・
業
務
調
整
 

(
2
)
短
期
専
門
家
 

2
.
 
機
材
供
与
 
 

3
.
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
研
修
員
受
け
入
れ
 

 

1
.
 カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
適
切
に
配
置
さ
れ
る
 

2
.
 必

要
な
財
源
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
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l t
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pr
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es
　

 8
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on
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 m
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s
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r
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ut
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ト
ル

コ
自

動
制

御
技

術
教

育
改

善
計

画
終

了
時

評
価

 
評

価
グ

リ
ッ

ド
 

 実
績

 

調
査

項
目

 
活
動

 
調
査
結
果

 
上
位
目
標

の
達
成
度

 
他
の
ア
ナ
ト

リ
ア
工
業
高
校

に
お

い
て
自
動
制

御
技
術
の
新
規

教
育

シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
る

 

1.
 新

規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
実
施
す
る
学
校
の
状
況

 
2.

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
３
～
５
年
間
で
、
ア
ナ
ト
リ

ア
工

業
高

校
に

お
け

る
自

動
制

御
学

科
の

設
置

数

（
４
校
以
上
に
な
る
か
？
）

 

1.
 M

O
N

E
 は

自
動
制
御
技
術
の
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
他
の
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

20
校
に
普
及

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
こ
の
う
ち

10
校

は
最
初
の
学
生
を

20
05

年
9
月

よ
り
受
け
入

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

 
2.

 2
0
校
の
内

の
10

校
か
ら

30
名

の
教
員
が
、
最
初
の
研
修
生
と
し
て

20
05

年
9
月

よ
り

9
年
生

担
当
と
し
て
、
ま
た
さ
ら
に

30
名
が

20
06

年
2
月
よ
り

10
年
生
担
当
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
。

 
3.

 新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
普
及
導
入
は
、
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
（

TT
C
）
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

TT
C

建
設
は
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
キ
ャ
ン
パ

ス
に

20
05

年
3
月
よ
り
着
工
し
て
い
る
。

 
4.

 T
TC

は
20

06
年
よ
り
開
始
予
定
で
あ
る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
の
達
成
度

 
 ア
ナ
ト
リ
ア

工
業
高
校
イ
ズ

ミ
ー

ル
校
お
よ
び

コ
ン
ヤ
校
に
、

自
動

制
御
関
連
産

業
界
の
需
要
を

満
た

す
中
堅
技
術

者
を
養
成
す
る

た
め

の
、
普
及
モ

デ
ル
型
新
規
教

育
シ

ス
テ
ム
が
構
築

さ
れ
る

 

 1.
 国

民
教
育
省
で
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
明

言
さ
れ
る

 
2.

 卒
業
生
の
受
け
入
れ
を
希
望
す
る
企
業
の
数
（
イ
ズ

ミ
ー
ル
で

40
社

、
コ
ン
ヤ
で

20
社
を
超
え
る
か
）

 
3.

 イ
ズ
ミ
ー
ル
校
お
よ
び
コ
ン
ヤ
校
へ
の
入
学
応
募

者
数

 
4.

 両
校
の
入
学
合
格
点
数

 

1.
 

M
O

N
E

は
新
規

教
育
シ
ス
テ
ム

導
入
を
表
明
し

、
TT

C
が
政
府

自
己
予
算
よ
り

着
工
し
て
い

る
。

 
2.

 
学

生
の

イ
ン

タ
ー

ン
の

結
果

、
企

業
は

学
生

の
能

力
を

高
く

評
価

し
て

い
る

。
幾

つ
か

の
企

業

は
卒
業
生
の
採
用
希
望
を
表
明
し
て
い
る
。
ま
た
企
業
に
よ
っ
て
は
、
同
じ
研
修
生
に
対
し
て
、

さ
ら

に
教

え
る

た
め

に
、

研
修

期
間

を
延

長
あ

る
い

は
、

再
度

の
研

修
を

要
望

し
て

い
る

。
こ

う
し
た
要
望
は
、
例
外
的
で
あ
り
、
研
修
生
の
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

 
3.

 
多

く
の

中
学

校
の

教
員

が
革

新
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

高
く

評
価

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
中

学

校
生

徒
が

見
学

に
来

て
い

る
。

ま
た

多
く

の
企

業
や

大
学

の
教

授
も

教
育

シ
ス

テ
ム

を
学

び
に

訪
問
し
て
い
る
。

 
4.

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
の
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
及
び
コ
ン
ヤ
校
の

20
04

/2
00

5
の
入
学
点

数
の
範
囲
は

71
0～

80
4
点
で

あ
る
。
他
の
イ
ズ
ミ
ー
ル
及
び
コ
ン
ヤ
の
工
業
高
校
の
レ
ベ
ル
は

65
0～

75
0

で
あ
っ
た
。

 
 

成
果
１
の
達
成
度

 
 1.
革

新
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
が

開

発
さ
れ
る

 

1-
1.

 カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
策
定

 
1-

2.
 シ

ラ
バ
ス
の

作
成

 
1-

3.
 カ

リ
キ
ュ
ラ

ム
に
対
す
る
企
業
の
意
見
聴
取

 
 

1.
 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
は

20
01

年
7
月
に
実
施
さ
れ
た
。
第

3
回
の
改
定
は

20
03

年
6
月

15
日
の
第

7
回
の
進
捗
会
議
で
承
認
さ
れ
た
。

 
2.

 
全
て
の
シ
ラ
バ
ス
は
作
成
さ
れ

て
い
る
。

 
3.

 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
産
業
の
要
望

に
応
じ
て
作
成
さ
れ
、
よ
っ
て
産
業
界
は
満
足
し
て
い
る
。
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 成
果

2
の
達
成
度

 
 生
徒
の
た
め
の
適
切
な
学
習
教
材

が
開
発
さ
れ
る

 

2-
1.

 教
科
書
（
暫
定
版
）
の
作
成

 
2-

2.
 教

科
書
（
初
版
）
の
作
成

 
2-

3.
 実

習
指
導
書
の
作
成

 
2-

4.
 実

験
・
実
習
器
材
の
開
発

 

1.
 暫

定
版
は

11
年
生
分
ま
で
完
成
し
て
い
る
。

12
年
生
分
は
、

16
教
科
中

10
教
科
は
完
成
し
て

い
る
。

2
教
科

は
5
月
に
、

1
教

科
は

6
月
に
完

成
し
、

2
教
科
は

作
成
中
で
あ
る
。
ま
た

1
教
科

は
ト
ル
コ
の
既
存
の
教
科
書
を
活
用
予
定
で
あ
る
。

 
よ
っ
て
全
て
の
暫
定
版
は

20
06

年
4
月
ま
で
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

 
2.

 9
年
生
及
び

10
年
生
用
の
初
版

教
科
書
は
完
成
し
た
。

11
年
生

用
は

20
05

年
8
月
に
完
成
予
定

で
あ
り
、

12
年
生
用
は

20
06

年
8
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

 
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
予
定
通
り
終
了
し
た
場
合
に
は
、
特
に

12
年
生
の
後
期
の
教
科
の
初
版
教
科

書
の
完
成
は
ト
ル
コ
側
単
独
で
完
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
3.

 実
習
指
導
の
多
く
は
教
科
書
に
含

ま
れ
て
い
る
。
た
だ
別
個
に
必
要
な
分
に
つ
い
て
は
、

11
年
生

用
ま
で
は
完
成
し
て
い
る
。

12
年
生
用
は

1
冊

完
成
し
て
お
り
、
も
う
１
冊
は
現
在
検
討
中
で
あ

る
。
既
に
方
向
性
は
決
定
し
て
い
る
。

 
4.

 幾
つ
か
の
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

改
定
が
必
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
あ
る
部
分
は
や
さ
し
す
ぎ
、

ま
た
あ
る
部
分
は
難
し
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
教
科
書
間
の
重
複
が
見
ら
れ
る
。

 
 

成
果

3
の
達
成
度

 
 教
員
の
た
め
の
適
切
な
教
育
教
材

が
開
発
さ
れ
る

 

3.
  
実
習
用
指
導
書
の
作
成

 
 

1.
 

9
年
生
、

10
年
生
、

11
年
生
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
全
て
完
成
済
み
で
あ
る
。

12
年
生
用
は
、

16
教
科
中
、

7
教
科
（
In
du

st
ri
al
 M

an
ag
em

en
t, 
FA
 R
ob

ot
 T
ec
hn

ol
og

y,
 S
eq
ue

nc
e 

C
on

tr
ol
 T
ec
hn

ol
og

y,
 P
ro
gr
am

m
in
g 
Lo

gi
c 
D
ev
ic
e,
 N

et
w
or
k 
Se
rv
er
 a
nd
 S
ec
ur
ity
, 

N
et
w
or
k 
Sy

st
em

,  W
eb
 S
ys
te
m
 T
ec
hn

ol
og

y）
は
完
成
し
て
い
る
。
6
教
科
は

50
％
以
上
完

成
済
み
で
あ
る
。
 

2.
 

全
て
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

20
05

年
8
月
末
ま
で
に
作
成
予
定
で
あ
る
。

 
 

成
果

4
の
達
成
度

 
 教
員
研
修
シ
ス
テ
ム
（
教
授
法
を

含
む
）
が
構
築
さ
れ
、
教
員
の
能

力
が
向
上
す
る

 

4.
  
各
科
目
の
授
業
開
始
前
に
、
２
名
以
上
の
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
に
各
科
目
１
０
時
間
以
上
の
技
術
指

導
が
行
わ
れ
る

 
  

1.
 

技
術
移
転
は
、

9
年
生
、

10
年
生
、

11
年
生
ま
で
完
了
し
て
い
る
。

 
2.

 
さ
ら
に

11
年
生
用
の

 C
om

pu
te

r 
C

on
tr

ol
 T

ec
hn

ol
og

y 
に
つ
い
て
追
加
的
な
技
術
移
転
を

実
施
し
て
い
る
。

 
3.

 
12

年
生
用
の
教

科
書
が
作
成
さ
れ
た
分
の
技
術
移
転
は
完
了
し
て
い
る
。
残
り
は
新
学
期
が
始

ま
る
前
の

20
05

年
7
月
と

8
月
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

 
 

成
果

5
の
達
成
度

 
 産
業
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
先
端
的

な
機
材
が
導
入
さ
れ
る

 
 

5-
1.
導
入
さ
れ
た
機
材
の
レ
ベ
ル
に
対
す
る
企
業
の
満

足
度

 
5-

2.
関
連
科
目
の

授
業
開
始
３
ヶ
月
前
に
機
材
が
設
置

さ
れ
る

 
 

1.
 

企
業
は
、
導
入
さ
れ
た
機
材
に
つ
い
て
、
満
足
し
て
い
る
。
多
く
の
企
業
が
機
材
を
見
学
に
来

る
。

 
2.

 
関
連
科
目
の
授
業
開
始

3
ヶ
月

前
に
機
材
が
設
置
さ
れ
る
。

 

成
果

6
の
達
成
度

 
 上
述
の
機
材
の
使
用
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
が
適
切
に
行
わ
れ
る

 
 

6.
 両

校
に
導
入
さ

れ
た
機
材
の
適
切
な
使
用
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
方
法
を
２
名
以
上
の
カ
ウ
ン
タ

ー
パ
ー
ト
が
習
得
す
る

 
 

1.
 

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
機
材
の
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
で
き
る
よ
う
に
方
法
を
習
得
し
て

い
る
。
但
し
、

C
N

C
 L

at
he

 S
ys

te
m

に
つ
い
て

は
、

20
05

年
9
月
ま
で
に
指
導
が
行
わ
れ
る

予
定
。

 
2.

 
深
刻
な
問
題
と
し
て
は
、
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
調
査
や
研
究
を
行
う
適
切
な
時
間
が
な
い
。

何
故
な
ら
、
彼
ら
は
生
徒
へ
の
指
導
、
自
分
の
技
術
の
習
得
、
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
、
訪
問
者
の

案
内
、
学
校
の
事
務
的
手
続
き
な
ど
の
業
務
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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 成
果

7
の
達
成
度

 
 上
記

1.
～

6.
の
情
報
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
他
校
・
産
業
界
に

一
般
公
開
さ
れ
る

 
 

7-
1.
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
シ
ラ
バ
ス
、
学
習
教
材
、
教
育

教
材
、
研
修
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
比

率
 

7-
2.

 デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
も
の
が
他
校
・
産
業
界
に
一

般
公
開
さ
れ
た
比
率

 
 

1.
 

全
て
の
作
成
さ
れ
た
教
科
書
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
て
い
る
。

 
2.

 
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
シ
ラ
バ
ス
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
表
さ
れ
て
い
る
。

 
3.

 
テ
キ
ス
ト
の
公
開
は
、
著
作
権
等
の
整
理
を
了
し
て
か
ら
と
な
る
。

 

成
果

8
の
達
成
度

 
 産
業
界
の
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
シ

ス
テ
ム
が
確
立
し
、
新
し
い
教
育

シ
ス
テ
ム
が
普
及
す
る

 

8-
1.

 企
業
ニ
ー
ズ
調
査
が
毎
年
１
回
以
上
実
施
さ
れ

る
 

8-
2.

 卒
業
生
が
輩

出
さ
れ
る
前
に
、
新
規
教
育
シ
ス
テ

ム
普
及
セ
ミ
ナ
ー
が
企
業
向
け
に
毎
年
１
回
開
催

さ
れ
る

 
8-

3.
 他

校
向
け
の

技
術
セ
ミ
ナ
ー
が
４
種
類
以
上
開

催
さ
れ
る

 
8-

4.
 上

記
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
者
数
が

30
0
名
を
超
え

る
 

 

1.
 

日
本
人
の
専
門
家
に
よ
り
、
イ
ズ
ミ
ー
ル
や
コ
ン
ヤ
の
企
業
や
商
工
会
議
所
へ
の
調
査
が

20
02

年
以
降

30
回
以
上
実
施
し
て
い
る
。

 
2.

 
企
業
向
け
の
新
規
教
育
シ
ス
テ

ム
の
普
及
セ
ミ
ナ
ー
は
実
施
済
み
。

 
3.

 
他
校
向
け
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は

イ
ズ
ミ
ー
ル
校
と
コ
ン
ヤ
校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
各

校
に
お
い
て
、

20
02

年
は

3
回

、
20

03
年

は
4
回
、

20
04

年
は

5
回
づ
つ
行
わ
れ

て
い
る
。

 
4.

 
上
記
セ
ミ
ナ
ー
の
出
席
者
数
は

30
0
名
を
越
え
て
い
る
。
毎
年
よ
り
多
く
の
希
望
を
受
領
し
て

い
る
。
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 実
施

プ
ロ

セ
ス

 
評
価
の
細
目

 
確
認
事
項

 
情
報
源

 
結
果

 
活
動
の
進
捗

 
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
比
し
た
場
合
の

活
動
の
進
捗

(活
動
項
目
リ
ス
ト

) 
 

(活
動
項
目
リ
ス
ト
を
参
照
の
こ
と

) 
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
記

録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 (
日
本
人
専

門
家
、

C
/P

s)
 

- 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
指
導
方
法
改
善
の
た
め
に
常
時
行

わ
れ
て
い
る
。
新
規
科
目
で
は
、
日
本
人
専
門
家
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

に
指
導
方
法
を
教
授
し
た
後
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
学
生
に
教
え
、
そ

れ
を
日
本
人
専
門
家
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
お
り
、
授
業
後
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
内
容
が
改
善
さ
れ
る
。

 
- 

 
 

PD
M

の
修
正

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
記

録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(日
本
人
専

門
家

) 

- 
PD

M
の
修

正
は
、

20
03

年
10

月
に
改
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

日
本
人
専
門
家
と

C
/P

sの
協
力

 
両
者
の
関
係

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

(日
本
人
専

門
家
、

C
/P

s)
 

- 
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
協
力
は
常
時
問
題
な
く
実
施

さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
ト
ル
コ
の
高
校
と
異
な
り
、
職
員
室
が
あ
り
、
そ

こ
に
日
本
人
専
門
家
と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
授
業
が
な
い
時
は
常
時
い

る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が
よ
り
近
い
関
係
を
構
築
し
た
。

 
- 

 
研
修
生
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 
研
修
生
か
ら
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の
記

録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 

- 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
同
士
の
間
で
は
、
研
修
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
必
要

な
際
は
常
時
行
わ
れ
て
い
る
。

 
- 
正
式
な
プ
レ
ゼ
ン
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
- 

 
ト
ル
コ
側
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
積
極
性

 
同
上

 
- 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
学
ぶ
の
に
積
極
的
で
あ

る
。

 
- 

 
 

予
算
措
置

 
同
上

 
- 

M
O

N
E
の
予
算
措
置
は
適
切
に
実
施
さ
れ
た
。
優
秀
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
の
配
置
は
政
府
の
予
算
措
置
の
努
力
の
結
果
の
現
れ
で
あ
る
。

 
- 

 
 

C
/P

sの
配

置
 

同
上

 
- 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
質
の
高
さ
を
考
慮
す
る
と
、

M
O

N
E
の
努
力
の

下
、
適
切
な
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
が
実
施
さ
れ
た
。

 
- 
コ
ン
ヤ
校
で
は
一
人
不
足
し
て
い
る
が
、
今
学
期
が
終
了
す
る

20
05

年
6

月
以
降
に
着
任
予
定
。
ま
た
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
で
は
、
計
画
よ
り
多
く
新
た

に
2
名
が
着
任
予
定
で
あ
る
。

 
- 
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 1.
 妥

当
性

 
評
価
の
細
目

 
確
認
事
項

 
必
要
な
情
報

 
情
報
源
・
調
査
方
法

 
結
果

 
1.

1
上
位
目
標

と
ト
ル
コ
国
の

国
家
開
発
政
策

と
の
整
合
性

 

国
家
開
発
政
策
と
の

整
合
性

 
1.

1
他
の
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高

校
に
お
い
て
自
動
制
御
技
術
の

新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
、
政
府
の
開
発
政

策
の
優
先
事
項
・
重
要
議
題
で

あ
る
か
？

 

国
家
開
発
政
策
の
レ
ビ

ュ
ー
、

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 第

8
次

5
ヵ
年
計
画
（

20
01

-2
00

5）
に
お
い
て
、
工
業
教
育
は
人
的
資
源
開

発
の
一
つ
の
重
要
な
開
発
目
的
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
（

P2
52

）
  

2.
 M

O
N

E
は
、
新
規

教
育
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
あ
る
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

20
校
に
普
及
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
教
員
が
教
え
る
能
力
を
身
に
着

け
る
た
め
、
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
（

TT
C
）
が
、
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
に
建
設
中
で

あ
る
。

 
3.

 以
上
に
よ
り
、
上
位
目
標
は
国
家
開
発
政
策
と
整
合
性
が
あ
る
と
言
え
る
。

 
1.

2
上
位
目
標

と
産
業
界
の
需

要
と
の
整
合
性

 

産
業
界
の
需
要
と
の

整
合
性
と
展
望

 
1.

2 
他
の

ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高

校
に
お
い
て
自
動
制
御
技
術
の

新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
、
産
業
界
の
優
先

事
項
・
重
要
議
題
で
あ
る
か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

よ
る
調
査
結
果
の
レ
ビ

ュ
ー
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 産

業
界
は
、
新
規

教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
大
歓
迎
し
て
い
る
。
何
故
な
ら
、

当
新
規
教
育
シ
ス

テ
ム
に
お
い
て
指
導
さ
れ
る
よ
う
な
知
識
と
ス
キ
ル
を
持
っ

た
人
材
が
、
生
産

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
大
変
必
要
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 

1.
3
日
本
の
援

助
政
策
と
の
整

合
性

 

ト
ル
コ
国
に
対
す
る

O
D

A
政
策
と
の
整

合
性

 

1.
3
対
ト
ル
コ

O
D

A
政
策
上
、

整
合
性
が
あ
る
か
？

 
関
連
資
料
の
レ
ビ
ュ
ー

（
外
務
省
、

JI
C

A
）
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
 

1.
 J

IC
A
の
対
ト
ル

コ
国
別
援
助
計
画
（

20
04

年
8
月
）
に
よ
れ
ば
、
職
業
訓
練

は
、
社
会
経
済
開
発
に
お
け
る
人
的
資
源
開
発
の
た
め
に
重
要
な
開
発
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

 
 

1.
4
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
と
ト

ル
コ
国
の
ニ
ー

ズ
の
間
の
整
合

性
 

教
育
政
策
全
般
と
の

整
合
性

 
1.

4
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
で
あ

る
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校
イ
ズ

ミ
ー
ル
校
お
よ
び
コ
ン
ヤ
校

に
、
普
及
モ
デ
ル
型
新
規
教
育

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
ト
ル
コ

の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
も
の
で

あ
っ
た
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
    

1.
 新

規
教
育
シ
ス
テ

ム
の
普
及
は
多
く
の
商
工
会
議
所
か
ら

M
O

N
E
に
要
請
さ

れ
て
い
る
。

 
2.

 産
業
界
は
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
大
歓
迎
し
て
い
る
。
ま
た
、

企
業
に
よ
っ
て
は
、
研
修
し
た
生
徒
の
雇
用
に
興
味
を
示
し
て
い
る
他
、
研
修

し
た
生
徒
に
よ
っ
て
は
、
さ
ら
な
る
技
術
指
導
の
た
め
に
企
業
が
研
修
期
間
の

追
加
を
学
校
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導

入
は
、
ト
ル
コ
の
ニ
ー
ズ
と
整
合
性
が
あ
る
。
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 ２
．

有
効

性
 

2.
1
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の
達

成
度

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実

績
 

2.
1
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は

ど
の
程
度
達
成
さ
れ
て
い
る

か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 全

て
の
成
果
が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
進
捗
状
況
は
よ
く
、
大
部
分

の
成
果
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
時
点
で
は
、
達
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 
ま
た
、

M
O

N
E
は

20
校
に
普
及

す
る
計
画
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
お
い
て
、

新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
モ
デ
ル
と
し
て
確
立
さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は
達
成
さ
れ
る
。

 
2.

2
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
達
成

に
対
す
る
各
成

果
の
貢
献
度

 

・
 各

々
の

成
果

ま

た
は
業
務
が
、
ど

の
よ

う
に

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
達

成
に

貢
献

し
た

か
？

 
 

2.
2 

各
々

の
成

果
ま

た
は

業
務

が
、

ど
の

よ
う

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

達
成

に
貢

献
し

た
か
？

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 全

て
の
成
果
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
貢
献
し
て
い
る
。

 

2.
3
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
目
標
の
達

成
へ
の
影
響
要

因
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

目
標

達
成
に
対
す
る
要
因

 
2.

3 
関

係
機

関
と

の
コ

ー
デ

ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
は

問
題

な
か

っ
た

か
？

 
政

府
の

予
算

措
置

は
問

題
な

か

っ
た
か
？

 
2.

3 
社

会
・

文
化

的
背

景
は

ど

の
よ

う
な

要
因

と
し

て
あ

る

か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 

1.
 産

業
界
か
ら
の
よ
い
反
応
と
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
普
及
の
た
め
の
商
工
会

議
所
の
協
力
が
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
い
い
評
価
を
得
る
の
に
貢
献
し
た
。
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 ３
．

効
率

性
 

3.
1
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
、
投

入
の
量
、
質
、

及
び
タ
イ
ミ
ン

グ
 

ト
ル
コ
側
及
び
日
本

側
の
投
入
の
タ
イ
ミ

ン
グ
、
投
入
の
量
、

 
質

 

3.
1 

達
成
さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
か
ら
み
て
、
投
入
の

質
・
量
・
タ
イ
ミ
ン
グ
は

適
切
か

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 投

入
し
た
全
て
の
イ
ン
プ
ッ
ト
な
く
し
て
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
達
成
さ
れ
て

い
な
い
。
従
っ
て
、
達
成
さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
か
ら
見
て
、
イ
ン
プ
ッ
ト
は

適
切
で
あ
っ
た
。

 

3.
2 

活
動

 
活
動
の
適
切
性

 
3.

2 
達
成

さ
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
か

ら
み
て
、
活
動
は
十

分
で

あ
っ
た
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 
 

1.
 活

動
は
適
切
に
行
わ
れ
た
。

 
2.

 基
本
的
に
日
本
で
の
研
修
が
先
に
実
施
さ
れ
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
の
概
観
と

意
義
を
学
ん
だ
後

、
暫
定
版
の
教
科
書
が
作
成
後
に
個
別
具
体
的
な
技
術
移
転

を
受
け
、
授
業
を

行
っ
た
。
そ
の
後
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
行
わ
れ
、
初
版
の
教

科
書
が
作
成
さ
れ

た
。

 
日
本
の
専
門
家
は

指
導
す
る
能
力
が
あ
り
、
機
材
は
要
求
し
た
通
り
、
タ
イ
ミ

ン
グ
用
供
給
さ
れ

た
。

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
も
技
術
移
転
を
受
け
る
の
に
十
分
な
能
力
を
備
え
て
い

た
。
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 ４
．

イ
ン

パ
ク

ト
 

4.
1 

上
位
目
標

達
成
の
見
込
み

他
の
ア
ナ
ト
リ
ア
工

業
高
校
に
お
い
て
自

動
制
御
技
術
の
新
規

教
育
シ
ス
テ
ム
が
導

入
さ
れ
る
か

 

4.
1
新
教
育
シ
ス
テ
ム
導
入
に

関
す
る
進
捗
は
ど
う
か
？

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
 

1.
 既

に
M

O
N

E
は
、
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
あ
る
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

20
校
に
普
及
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
教
員
が
教
え
る
能
力
を
身
に

着
け
る
た
め
、
教
員
養
成
セ
ン
タ
ー
（

TT
C
）
が
、
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
に
建
設
中

で
あ
る
。

 
 

 
 

4.
1-
１

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後

３
～
５
年
間
で
、
ア
ナ
ト
リ
ア

工
業
高
校
に
お
け
る
自
動
制
御

学
科
の
設
置
数
が
４
校
以
上
に

な
る
か

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 

1.
 新

規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
る
学
校
数
は

20
と
な
る
。

 

4.
2
関
連
政
策

に
与
え
る
イ
ン

パ
ク
ト

 

新
規
教
育
シ
ス
テ
ム

の
導
入
の
明
記

 
4.

2
国
民
教
育
省
で
新
教
育
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
明

記
し
た
政
策
が
あ
る
か
？

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 

1.
 M

O
N

E
は

20
校
に

新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
計
画
で
あ
る
。

 
2.

 全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
産
業
界
や
大
学
等
の
コ
メ
ン
ト
を
受
け
、
日
本
人

と
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
作
成
さ
れ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

12
年
生
以
外
は

教
育
委
員
会
を
通
じ
て

M
O

N
E
の
承
認
を
受
け
て
い
る
。
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
審
査
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
な
特
別
の
配
慮
を
受
け
て
お
り
、

12
年
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
承
認
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

 
3.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
に
基
づ
き
、

M
O

N
E
の
特
別
考
慮
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

 
4.

 以
上
の
こ
と
は
、

M
O

N
E
の
政
策
に
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
言
え
る
。

4.
3
卒
業
生
に

対
す
る
評
価

 
卒
業
生
へ
の
求
人
は

増
え
た
か

 
4.

3 
卒
業
生
へ
の
求
人
は
増
え

た
か
？

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
の

記
録
、

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、

 
関
連
資
料

 

1.
 卒

業
生
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。

 
2.

 し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ン
学
生
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
識
と
ス
キ
ル
に
よ
り
一
般

的
に
、
高
い
評
価
を
企
業
か
ら
得
て
い
る
。
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 5.
 

自
立

発
展

性
 

5.
1
制
度
政
策

面
 

政
策
の
継
続
性

 
5.

1 
新
教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入

は
、
発
展
す
る
か
？

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
1.

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
基
づ
き
、
既
に

M
O

N
E
は
、
新
規
教
育

シ
ス
テ
ム
を
全
国

に
あ
る
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

20
校
に
普
及
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
し
て
、
教
員
が
教
え
る
能
力
を
身
に
着
け
る
た
め
、
教
員
養
成

セ
ン
タ
ー
（

TT
C
）
が
、
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
に
建
設
中
で
あ
る
。
こ
れ
は
政
策
の

継
続
を
意
味
し
て

い
る
。

 
 

5.
2 

組
織
財
政

面
 

学
校
運
営
能
力

 
5.

2 
学
校
運
営
能
力
は
両
校
に

あ
る
か
？

 
  

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
1.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
こ
れ
か
ら
の
科
目
得
に

C
N

C
 L

at
he

シ
ス
テ
ム
と
以

外
は
全
て
の
設
備
の
扱
い
方
を
学
ん
で
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
科
目
に
つ
い
て
は
、

20
05

年
9
月
ま
で
に
指
導
予
定
で
あ
る
。

 
2.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
十
分
な
能
力
を
持
っ
て
お
り
、
機
材
の
活
用
方
法
及
び

維
持
管
理
方
法
も
含
み
、
新
し
い
教
育
シ
ス
テ
ム
で
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
、

十
分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

 
3.
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

は
、
基
本
的
に
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
及
び
ア
ナ
ト
リ
ア
校
に
継
続

し
た
勤
務
希
望
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
両
校
に
は
ト
ル
コ
随
一
の
機
材
が
あ

り
、
ま
た
大
変
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
教
員
に
は

両
校
に
勤
務
し
、
機
器
を
維
持
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
る
と
い
え
る
。

 
 

政
府
の
予
算
措
置
の

将
来
見
込
み

 
5.

2-
1 

政
府
は
予
算
を
今
後
も

確
保
す
る
か
？

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
1.

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
校
で
あ
る
イ
ズ
ミ
ー
ル
校
及
び
コ
ン
ヤ
校
は
、
普
及
の
基

地
に
な
る
。
よ
っ
て
新
規
教
育
シ
ス
テ
ム
を
維
持
す
る
た
め
の
予
算
は
配
布
さ

れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 
5.

3
技
術
的
自

立
発
展
性

 
職
員
の
新
教
育
シ
ス

テ
ム
を
維
持
す
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、

 
機
材
・
施
設
の
保
守

管
理
シ
ス
テ
ム

 

5.
3
職
員
は
新
教
育
シ
ス
テ
ム

を
維
持
す
る
意
思
が
あ
る
か
？

機
材
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
は

適
切
か
？

 
 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
1.

 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
は
機
材
リ
ス
ト
を
持
ち
、
適
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

 
2.

 カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
日
本
人
専
門
家
か
ら
機
材
の
使
用
方
法
に
関
し
て
指

導
を
受
け
、
機
材
を
使
用
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
管
理
す
る
か
以
前
よ
り
は

自
信
を
つ
け
て
い
る
。
特
に

C
N

C
 L

at
he

 S
ys

te
m

は
、

20
05

年
9
月
ま
で
に
指

導
予
定
で
あ
る
。

 
 

ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高

校
シ
ス
テ
ム
内
に
お

け
る
ト
レ
ー
ナ
ー
育

成
の
枠
組
み

 

5.
3-

1 
ア
ナ
ト
リ
ア
工
業
高
校

シ
ス
テ
ム
内
に
お
け
る
ト
レ
ー

ナ
ー
育
成
の
枠
組
み
は
確
立
し

た
か
？

 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
関
連
資
料

 
1.

 普
及
校
で
あ
る

20
校
は
、
電
気
、
電
子
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
機
械
の
学
科
が
あ

る
と
こ
ろ
で
、
産
業
立
地
や
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
て
選
定
さ
れ
て
い
る
。

 
2.

 T
TC

の
枠
組
み
は
確
立
し
て
い
る

 
3.

 T
TC

の
投
入
と
活
動
を
考
慮
し
た
全
体
計
画
は
策
定
済
み
で
あ
る
。

 
4.

 1
0
校
の
ラ
ボ
は
設
計
済
み
で
あ
る
。

 
5.

 M
O

N
E
は

、
普

及
の
た
め
の
教
室
作
り
の
た
め
に
、

20
04

 年
度
に

10
校
の
内

の
７
校
に
、
そ
れ
ぞ
れ

10
万
ド
ル
配
布
済
み
で
あ
る
。
ま
た

20
05

年
内
に
そ

の
他

7
校
（

20
校
か
ら
）
に
そ
れ
ぞ
れ

10
万
ド
ル
配
布
予
定
で
あ
る
。
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６．トルコ側投入実績（カウンターパート配置/ローカルコスト支出） 
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７．プロジェクトの成果品実績（カリキュラム/シラバス/教科書/実習教材/実習機材/指導要領） 

 
(2) Result of activity 

1) Curriculum  
・First version   12.10.2000  RD (Ankara)  

(Electronic file none)  
 

・Second version 31.08.2001 2nd Progress Meeting (Ankara) 
 

・Third version  15.06.2003 7th Progress Meeting (KONYA) 
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Related diagram of Information Machinery 's subjects (Plan)       15 June 2003 
                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Computer Network 
(6) 

・Protocol 

・TCP/IP model 

・Network servers 
 
 

Industrial  
management(2)

Technical English
 (2)
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   (FA system)  
  

Feed back  
control (4)

Project study（16）

(Automatic 

Production) 

Basic practice of
 industrial works

(8) 
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machinery (6) 

Electricity & 
electronics 

technology(4) 
 
・磁気・モータ 
・トランジスタ 
 

Basic practice for
information  
technology(4) 
 
 

Industrial 
mathematicsⅠ(3)

 

 
 

Industrial 
mathematics Ⅱ
(4) 

 
 

・alternating 
current（3ph）

・magnetism・motor

・transistor 
 

・Word processor 

・spread sheet 

・internet, mail 

・multimedia 

・learn how to handle

engineering 

matters with
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Technical drawing 

(2) ･ Direct current  
･ Alternating cur- 

rent basic 
(DC  power supply

 making) 
･ Logical circuit 
  (Adder, counter 

making) 

・Materials 
・Kinematics 
・Strength of 

 materials 
･ Mechanical works

･ Mechanical design 

Microcomputer 
Technology(9) 

 

・microprocessor 

・assembly language

・input output 

   interface 
 

Sequence control 
technology(6) 

・PLC 

・Sensor, actuator 

・Pneumatic actuator

・Network 

Computer control 
 technology(8) 

･ Computer structure
･ Operating system
･ C  
･ Visual basic 
 

Computer aided design
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(2) 

9th  
  

10th 
  

FA robot 
technology(5) 
 

11th 
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 2nd 
 sem.

FA system 
technology(8) Automatic 

production 
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FA cell control
 (4) 

CNC working 
 (4) 

FA system course Automatic production course 

Course subjects 

 
Division subjects 

 
Common (department) subjects  

 

・PID control

・Stability 
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Related diagram of Information Electronics' subjects (Plan)        15 June 2003 
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2) Syllabus (Time of development and revision) 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Grade Subject Development Revision 
Basic practice of industrial works 2002／AUG.  
Industrial mathematics Ⅰ 2002／AUG.  
Basic practice of information technology 2002／AUG.  

9th 

Technical drawing 2002／AUG.  
Microcomputer Technology 2003／AUG.  
Electricity & electronics technology  2003／AUG.  
Industrial machinery 2003／AUG.  
Computer aided design and manufacturing 2003／AUG.  

10th 

Industrial mathematics Ⅱ 2003／AUG.  
Computer control technology 2004／Feb.  
Computer Network 2004／Feb.  
Mechatronics  2004／Feb.  

11th 

Sequence control technology 2004／Feb.  
Industrial Management 2004／Feb.  
Technical English 2004／Feb.  
Feed back control 2004／Feb.  
FA robot technology 2004／Feb.  
CNC working  2004／Feb.  
Automatic production technology  2004／Feb.  
FA cell control 2004／Feb.  
FA system technology 2004／Feb.  
Sequence control technology 2004／Feb.  
Industrial product design 2004／Feb.  
Programming logic device 2004／Feb.  
Digital signal processing 2004／Feb.  
Network server and security 2004／Feb.  
Network system 2004／Feb.  
Web system technology 2004／Feb.  

12th 

Project study 2005／Feb.  
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3) Development situation of textbook (2005／Feb.) 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Grade Subject Trial version First edition
Basic practice of industrial works 100％ 100％ 
Industrial mathematics Ⅰ 100％ 100％ 
Basic practice of information technology 100％ 100％ 

9th 

Technical drawing 100％ 100％ 
Microcomputer Technology 100％ 100％ 
Electricity & electronics technology  100％ 100％ 
Industrial machinery 100％ 100％ 
Computer aided design and manufacturing 100％ 100％ 

10th 

Industrial mathematics Ⅱ 100％ 100％ 
Computer control technology 100％ 0% 
Computer Network 100％ 0% 
Mechatronics  100％ 0% 

11th 

Sequence control technology 100％ 0% 
Industrial Management 100％ 0% 
Technical English 95% 0% 
FA robot technology 70% 0% 
CNC working  50% 0% 
Automatic production technology  0% 0% 
FA cell control 75% 0% 
FA system technology 75% 0% 
Sequence control technology 100% 0% 
Industrial product design 60% 0% 
Programming logic device 100% 0% 
Digital signal processing 60% 0% 
Network server and security 70% 0% 
Network system 100% 0% 
Web system technology 70% 0% 

12th 

Project study 5% 0% 
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4) Development situation of practice textbook (2005／Feb.) 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Grade Subject Development 
9th Basic practice of industrial works 100％ 

Microcomputer Technology 100％ 
Electricity & electronics technology  100％ 
Industrial machinery 100％ 

10th 

Computer aided design and manufacturing 100％ 
11th Sequence control technology 100％ 

Feed back control 20% 
12th 

Sequence control technology 100% 
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5) Development situation of experiment and practice equipment (2005／Feb.) 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Grade Subject Development 
9th Basic practice of industrial works 100％ 

Microcomputer Technology 100％ 
10th 

Electricity & electronics technology  100％ 
Computer Network 100％ 
Mechatronics  100％ 11th 
Sequence control technology 100％ 
Industrial Management 100％ 
Technical English 100% 
Feed back control 20% 
FA robot technology 100% 
CNC working  0% 
Automatic production technology  50% 
FA cell control 100% 
FA system technology 100% 
Sequence control technology 100% 
Industrial product design 50% 
Programming logic device 100% 
Digital signal processing 0% 
Network server and security 100% 
Network system 100% 

Web system technology 100% 

12th 

Project study 60% 
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6) Development situation of Teachers manual (2005／Feb.) 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Grade Subject Development 
Basic practice of industrial works 100％ 
Industrial mathematics Ⅰ 100％ 
Basic practice of information technology 100％ 

9th 

Technical drawing 100％ 
Microcomputer Technology 100％ 
Electricity & electronics technology  100％ 
Industrial machinery 100％ 
Computer aided design and manufacturing 100％ 

10th 

Industrial mathematics Ⅱ 100％ 
Computer control technology 95％ 
Computer Network 100％ 
Mechatronics  100％ 

11th 

Sequence control technology 100％ 
Industrial Management 100％ 
Technical English 95% 
Feed back control 0% 
FA robot technology 50% 
CNC working  0% 
Automatic production technology  0% 
FA cell control 75% 
FA system technology 75% 
Sequence control technology 100% 
Industrial product design 60% 
Programming logic device 100% 
Digital signal processing 60% 
Network server and security 70% 
Network system 100% 
Web system technology 70% 

12th 

Project study 0% 
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８．活動実績（活動年表/技術移転記録/ニーズ調査/技術セミナー開催/工場実習/成果の公開状況） 

 

トルコ 自動制御技術教育改善計画 

1997～2001 年(平成 9～13 年) プロジェクト年表 

 

1997 年(平成 9 年)                                                    

・トルコ共和国政府からの我が国に対する「プロジェクト方式技術協力」正式要請 

 

1999 年(平成 11 年)                                                        

2 月 ・基礎調査（1999.2.21～1999.3.8） 

 

2000 年(平成 12 年)                                                        

1 月 ・短期調査（2000.1.22～2000.2.2） 

4 月 ・事前調査（2000.4.2～2000.4.16） 

7 月 ・短期調査（2000.7.16～2000.8.24） 

9 月 ・短期調査（2000.9.2～2000.9.13） 

10 月 ・実施協議調査・R/D 署名（2000.10.8～2000.10.13） 

（山田 道夫（文部省初等中等教育局職業教育課長）団長） 

 

2001 年(平成 13 年)                                                        

1 月 ・平成 12 年度 CP 研修事業・準高級 2 名本邦視察（2001.1.30～2001.2.6） 

Mr. Naim DURMAZ, Director General, Technical & Vocational Education Directorate, Ministry of National Education 

Mr. Erol BELCE, Head of Department, Technical & Vocational Education Directorate, Ministry of National Education 

3 月 ・JICS 機材計画調査（2001.3.7～2001.3.27） 

4 月 ・プロ技開始（2001.4.16～2006.4.15） 

 ・長期専門家第 1 陣 2 名着任 

鈴木 靖男 チーフアドバイザー（2001.4.19～2003.4.18） 

幸喜 仁 業務調整（2001.4.16～2003.4.15） 

 ・プロジェクト事務所開設（4 月 24 日） 

5 月 ・長期専門家第 2 陣 4 名着任 

外山 哲 専門家（情報機械・FA システム技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

石田 康裕 専門家（情報機械・自動生産技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

山内 富蔵 専門家（情報電子・ネットワークデザイン設計技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

寺本 公思 専門家（情報電子・製品設計技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

 ・長期専門家携行機材到着（C.I.F. IZMIR ¥10,754,538.-） 

7 月 ・本山 昭 領事（在イスタンブール日本国総領事館）プロジェクトご視察 
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8 月 ・校舎改築工事開始 

・第 1 回 Project Progress Meeting 開催（於：アンカラ） 

2001 年 

8 月 ・2001 年度 CP9 名の配置 

Mr. Hasan YILDIZ, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Selim GÜLÇEN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Turgay İŞBİLEN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Ms. Güliz GÜLSEVİN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Mustafa GÜNEŞ, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Egemen DOGER, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Osman KÖSE, Konya Adil Karaağaç ATHS 

Mr. Yüksel ÇINAR, Konya Adil Karaağaç ATHS 

Ms. Melek TOTAN, Konya Adil Karaagaç ATHS 

9 月 ・2001/2002 学年度第 1 学期開始 

準備学年入学者数 イズミール校 60 (内女子 5) 名 コンヤ校 30(内女子 0) 名 

・平成 13 年度巡回医療相談調査団(中近東班)来訪 （健康管理講座・健康相談実施） 

・現地調達支援調査が米国同時多発テロ事件の影響を受け派遣中止となり、本邦からの e メール・FAX 等による支援業務に変

更される。 

10 月 ・第 2 回 Project Progress Meeting 開催（於：イズミール） 

11 月 ・平成 13 年度 CP 研修事業・4 名本邦へ出発（2001.11.12～2002.4.23） 

Mr. Hasan YILDIZ, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Selim GÜLÇEN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Osman KÖSE, Konya Adil Karaağaç ATHS 

Mr. Yüksel ÇINAR, Konya Adil Karaağaç ATHS 

12 月 ・校舎改築工事竣工 

・エーゲ海地区商工会議所訪問（プロジェクト広報及び情報・意見交換の実施） 

・平成 13 年度供与機材（現地調達分）に係る契約締結 

Lot-1：Sumitomo Corporation (USD245,350.-) 

Lot-2：Mitsui Dis Ticaret Limited Sirketi (USD259,576.-) 

・平成 13 年度供与機材（本邦購送分）に係る契約締結 

関東物産株式会社（¥45,780,000.-） 
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トルコ 自動制御技術教育改善計画 

2002 年(平成 14 年)プロジェクト年表 

 

2002 年(平成 14 年)                                                        

1 月 ・第 3 回 Project Progress Meeting 開催（於：コンヤ） 

2 月 ・平成 13 年度供与機材（現地調達分・Lot-2(USD259,576.-)納品） 

 ・2001/2002 学年度第 1 学期終了 

3 月 ・2001/2002 学年度第 2 学期開始 

・平成 13 年度供与機材（現地調達分・Lot-1(USD245,350.-)納品） 

・和田 章男 総領事（在イスタンブール日本国総領事館）プロジェクトご視察 

・平成 13 年度短期派遣専門家着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥1,201,263.-） 

尾池 武 専門家 (情報機械) (2002.3.10～2002.3.24) 

仲道 嘉夫 専門家（情報機械）(2002.3.10～2002.4.7) 

増田 陽一 専門家 (情報電子) (2002.3.10～2002.4.7) 

大上 文典 専門家 (情報電子) (2002.3.10～2002.4.7) 

なお、尾池短専はアンカラ、イズミール及びコンヤにおいて日本の工業教育紹介セミナーを開催した。 

4 月 ・平成 13 年度 CP 研修事業・4 名が本邦での研修を終了し帰国 

・第 4 回 Project Progress Meeting 開催（於：アンカラ） 

5 月 ・平成 13 年度供与機材（本邦購送分到着（C.I.F. IZMIR ¥46,500,811.-）） 

6 月 ・運営指導調査団来訪（派遣期間 2002.6.2～2002.6.8） 

佐藤 義雄（団長・総括 文部科学省初等中等教育局教科調査官） 

加藤 通顕（研修総括 群馬県立高崎工業高等学校校長） 

松山 剛士（協力企画 JICA 社会開発協力部社会開発協力第 2 課職員） 

・第 1 回 Joint Coordination Committee 開催（於：イズミール） 

・現地適用化事業費により両校において技術セミナー2 件を開催 

「コンピュータープログラミング」（参加人数 58 名、事業費 5,168,406,000TL） 

「PIC マイクロコンピュータ」（参加人数 46 名、事業費 5,657,706,000TL） 

・2001/2002 学年度第 2 学期終了 

8 月 ・平成 14 年度 CP 研修事業・4 名本邦へ出発（2002.08.26～2002.12.20） 

Mr. Turgay İŞBİLEN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Ms. Güliz GÜLSEVİN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Mustafa GÜNEŞ, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Ms. Melek TOTAN, Konya Adil Karaagaç ATHS 

・コンヤ地区商工会議所訪問（プロジェクト広報及び情報・意見交換の実施） 

・2002 年度 CP5 名の配置 

Mr. Kahraman ONEY，İzmir Mazhar Zorlu ATHS 
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Mr. Mehmet UYＳAL, İzmir Mazhar Zorlu ATHS（2003 年 6 月辞職） 

Mr. Gurcan BILDIR, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Sedat ELBIR, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Ibrahim APAN, Konya Adil Karaagaç ATHS 

2002 年 

9 月 ・2002/2003 学年度第 1 学期開始 

準備学年入学者数 イズミール校 50（内女子 4）名 コンヤ校 30（内女子 0）名 

第 9 学年在籍者数 イズミール校 54（内女子 2）名 コンヤ校 29（内女子 0）名 

・平成 14 年度 CP 研修事業・イズミール及びコンヤ校長本邦視察（2002.9.28～2002.10.17） 

Mr. Satı ÇALIŞKAN, School Director, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Muzaffer APAN,  School Director, Konya Adil Karaağaç ATHS 

・9 年生対象数学実力テスト実施 

10 月 ・平成 14 年度短期派遣専門家着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥844,177.-） 

都築 孝 専門家 (情報機械) (2002.10.1～2002.11.30) 

・Konya Adil Karaağaç ATHS 開校式(10 月 15 日) 

・第 5 回 Project Progress Meeting 開催（於：コンヤ） 

11 月 ・コンヤ地区教育委員会訪問(教育長への表敬訪問及びプロジェクト活動、教育目標等のブリーフィング) 

・コンヤ地区商工会議所訪問（プロジェクト広報及び情報・意見交換の実施） 

・平成 14 年度短期派遣専門家着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥430,600.-） 

大上 文典 専門家 (情報電子) (2002.11.29～2002.12.27) 

12 月 ・平成 14 年度 CP 研修事業・4 名が本邦での研修を終了し帰国 
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トルコ 自動制御技術教育改善計画 

2003 年(平成 15 年) プロジェクト年表 

 

2003 年(平成 15 年)                                                        

1 月 ・平成 14 年度供与機材（本邦購送分）に係る契約（随意契約分）締結 

関東物産株式会社（¥96,600,000.-） 

・平成 14 年度 CP 研修事業・準高級 2 名本邦視察（2003.1.19～2003.2.4） 

Mr. Mehmet TEMEL, Deputy Under Secretary, Ministry of National Education 

Mr. Yucel YUKSEL, Head of Department, Technical & Vocational Education Directorate, Ministry of National Education 

・2002/2003 学年度第 1 学期終了 

2 月 ・2002/2003 学年度第 2 学期開始 

・平成 14 年度供与機材（本邦購送分）に係る契約（競走入札分）締結 

関東物産株式会社（¥93,712,500.-） 

・現地適用化事業費により両校において技術セミナー1 件を開催 

「PLC を用いたシーケンス制御」（参加人数 40 名 事業費 5,938,704,000TL） 

3 月 ・第 6 回 Project Progress Meeting 開催（於：イズミール） 

・イズミール地区商工会議所に対するプロジェクト広報及び情報・意見交換会の実施 

・平成 14 年度供与機材（現地調達分）に係る契約締結 

Lot-1：Sumitomo Corporation (USD106,823.-) 

Lot-2：Sumitomo Corporation (USD91,354.-) 

4 月 ・プロジェクトチーム 6 専門家、技術協力の功績に対し国民教育省より表彰される。 

・平成 14 年度供与機材（本邦購送分 CP 研修用 Personal Computer4 台到着）（C.I.F. IZMIR ¥1,304,381.-）） 

・平成 14 年度短期派遣専門家（佐藤短期専門家携行機材を外山専門家分として申請）携行機材（C.I.F. IZMIR ¥484,110.-）到

着 なお、佐藤短専の派遣はイラク情勢のため延期される。 

5 月 ・平成 14 年度供与機材納品（現地調達 Lot-1(USD106,823.-) &  Lot-2(USD91,354.-)  合計 USD198,177.-） 

・長期専門家 3 名着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥1,663,271.-） 

大久保 哲也専門家（情報機械・FA システム技術）（2003.5.16～2005.5.15） 

増田 陽一 専門家（情報電子・ネットワークデザイン設計技術）（2003.5.16～2005.5.15） 

湯澤 修一 専門家（情報電子・製品設計技術）（2003.5.16～2005.5.15） 

・長期専門家 2 名離任 

山内 富蔵 専門家（情報電子・ネットワークデザイン設計技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

寺本 公思 専門家（情報電子・製品設計技術）（2001.5.25～2003.5.24） 

・平成 15 年度短期派遣専門家着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥733,415.-） 

土屋 尭  専門家 (情報電子) (2003.5.24～2003.8.9) 

・平成 14 年度供与機材（本邦購送（一般・随契）分到着（C.I.F. IZMIR ¥192,555,542.-） 
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2003 年 ・2003 年度 CP2 名の配置 

Mr. Gürcan ÇAYIR, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Murat AKDOĞAN, Konya Adil Karaagaç ATHS 

6 月 ・長期専門家 1 名離任 

外山 哲 専門家（情報機械・FA システム技術）（2001.5.25～2003.6.24） 

・平成 15 年度短期派遣専門家着任 

都築 孝 専門家 (情報電子) (2003.6.25～2003.9.19) 

・第 7 回 Project Progress Meeting 開催（於：コンヤ） 

・2002/2003 学年度第 2 学期終了 

・平成 15 年度供与機材納品（現地調達分 Multi Media Cmputer 2 台（USD8,379.-）） 

7 月 ・平成 15 年度 CP 研修事業・4 名本邦へ出発  

Kahraman ÖNEY, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2003.7.28～2004.3.27) 

Gürcan ÇAYIR, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2003.7.28～2004.3.27) 

Mr. Gürcan BILDIR, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2003.7.28～2004.2.20) 

Mr. İbrahim APA, Konya Adil Karaagaç ATHS (2003.7.28～2004.3.27) 

・一般現地活動費により両校において技術セミナー4 件を開催  

「PLC を用いたシーケンス制御」（参加人数 25 名 事業費 8,800,240,000.TL） 

「コンピュータープログラミング」（参加人数 29 名 事業費 5,889,240.TL） 

「コンピューターネットワーク基礎技術」（参加人数 35 名 事業費 10,899,440,000.TL） 

「PIC マイクロコンピュータ�」（参加人数 45 名 事業費 9,013,440,000.TL） 

8 月 ・平成 14 年度供与機材（FA 実習装置）据付技師着任 

荒井 賢 氏 ユニー（株）（2003.8.15～2003.09.05） 

永井 伸幸 氏 ユニー（株）（2003.8.15～2003.08.30） 

富田 英雄 氏 ユニー（株）（2003.8.15～2003.08.30） 

9 月 ・2003/2004 学年度第 1 学期開始 

準備学年入学者数 イズミール校 60（内女子 3）名 コンヤ校 30（内女子 0）名 

第 9 学年在籍者数 イズミール校 49（内女子 2）名 コンヤ校 29（内女子 0）名 

第 10 学年在籍者数 イズミール校 50（内女子 4）名 コンヤ校 30（内女子 4）名 

・2003 年度 CP1 名の配置 

Mr. Mehmet ARIKAN, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 

 ・平成 15 年度供与機材（本邦購送分）に係る契約（一般・随契）締結 

関東物産株式会社（¥20,055,000.-） 

10 月 ・2003 年度 CP4 名の配置 

Mr. Mehmet NAZMAN, Izmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Bülent VARDAR, Izmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Talat GÜLER, Izmir Mazhar Zorlu ATHS 
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Mr.Yavuz BUYRUKBILEN, Konya Adil Karaagaç ATHS 

2003 年 ・第 8 回 Project Progress Meeting 開催（於：アンカラ） 

・中間評価調査団来訪（2003.10.11～2003.10.26） 

佐藤 義雄（団長・総括 文部科学省初等中等教育局教科調査官）（2003.10.11～2003.10.26） 

松井 立夫（教材作成指導 千葉県立東総工業高等学校校長）（2003.10.11～2003.10.26） 

松山 剛士（協力企画 JICA 社会開発協力部社会開発協力第 2 課職員）（2003.10.11～2003.10.26） 

渡辺 亜矢子（プロジェクト効果分析 （株）地域計画連合主任研究員）（2003.10.4～2003.10.26） 

・İzmir Mazhar Zorlu ATHS 開校式(10 月 14 日 トルコ駐剳阿部特命全権大使、ご夫人並びに Izmir 県知事 Mr.Yusuｆ Ziya  

GÖKUSU ご参列) 

・第 2 回 Joint Coordination Committee 開催（於：イズミール） 

・イズミール地区商工会議所に対するプロジェクト広報及び情報・意見交換会の実施 

・コンヤ地区商工会議所に対するプロジェクト広報及び情報・意見交換会の実施 

12 月 ・コンヤ地区商工会議所に対するプロジェクト広報及び情報・意見交換会の実施 
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トルコ 自動制御技術教育改善計画 

2004 年(平成 16 年) プロジェクト年表 

 

2004 年(平成 16 年)                                                       

1 月 ・トルコ共和国 国民教育大臣 Mr. Husein ÇELIK による İzmir Mazhar Zorlu ATHS ご視察 

 ・プロジェクトチーム6長期専門家、技術協力の功績に対しlzmir教育長より表彰される。 

・イズミール地区商工会議所に対するプロジェクト広報及び情報・意見交換会の実施 

・平成15年度供与機材(本邦購送・随契分到着(C.1.F IZMlR\9,535,945.-) 

 ・2003/2004学年度第1学期終了 

2月 ・2003/2004学年度第2学期開始 

・平成15年度供与機材納品(現地調達分Personal Computer16台 (USD14,160-.)) 

・平成15年度CP研修事業・1名Mr. Gürcan BILDIRが本邦での研修を終了し帰国 (2003.7.28～2004.2.20) 

3 月 ・平成 15 年度短期派遣専門家 2 名着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥1,054,200.-） 

永井 伸幸専門家(情報機械)(2004.3.6～2004.3.15) 

今井 豊専門家(情報機械)(2004.3.20～2004.4.13) 

 ・吉川 毅男総領事（在イスタンブール日本国総領事館）プロジェクトご視察 

・長期専門家1名離任 

石田 康裕専門家(情報機械・自動生産技術)(2001.5.25～2004.3.24) 

・平成15年度供与機材(本邦購送・一般分到着(C.1.F lZMlR\10,914,471.-) 

・平成15年度CP研修事業・3名が本邦での研修を終了し帰国(2003.7.28～2004.3.27) 

Mr. Kahraman ÖNEY, Izmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. Gürcan ÇAYIR, Izmir Mazhar Zorlu ATHS 

Mr. İbrahim APA, Konya Adil Karaagaç ATHS 

4月 ・長期専門家1名着任 

村上 英輝専門家(情報機域・自動生産技術)(2004.3.31～2006.3.30) （携行機材 C.I.F. IZMIR ¥42,091.-） 

 ・第 9 回 Project Progress Meeting 開催（於：イズミール） 

5 月 ・Mr. Mazah Zorlu(イズミール校創設者)死去 

6 月 ・2003/2004 学年度第 2 学期終了 

7 月      ・一般現地活動費により両校において技術セミナー5 件を開催 

「PLC を用いたシーケンス制御」（参加人数 37 名 事業費 9,288,000,000.TL） 

「コンピュータープログラミング」（参加人数 37 名 事業費 4,698,000,000.TL） 

「コンピューターネットワーク基礎技術」（参加人数 32 名 事業費 8,459,100,000.TL） 

「PIC マイクロコンピュータ」（参加人数 39 名 事業費 8,248,500,000.TL） 

「理論回路実習ボード作成・活用事例紹介」（参加人数 36 名 事業費 4,927,500,000.TL） 

・平成 16 年度短期派遣専門家 5 名着任（携行機材 C.I.F. IZMIR ¥3,452,091.-） 
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増淵 公孝  専門家 (情報機械) (2004.7.19～2004.8.30) 

山本 銀之助 専門家 (情報機械) (2004.7.19～2004.8.23) 

鈴木 浩 専門家 (情報電子) (2004.7.19～2004.9.13) 

高松 秀和 専門家 (情報電子) (2004.7.19～2004.8.30) 

日下田 静夫 専門家(2004.7.19～2004.8.30) 

8 月 ・平成 16 年度 CP 研修事業・5 名本邦へ出発  

Mr. Bülent VARDAL, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Mustafa NAZMAN, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Telat GÜLER, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Murat AKDOGAN, Konya Adil Karaagaç (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Yavuz BUYRUKBILEN, Konya Adil Karaagaç (2004.8.2～2005.3.26) 

・平成 16 年度 CP 研修事業（長期研修員）1 名群馬大学工学部へ修士課程留学 

Mr. Egemen DOGER, İzmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.12～2007.3.31) 

9 月 ・平成 15 年度供与機材（PLC 実習装置等）据付技師着任 

荒井 賢 氏 ユニー（株）（2004.9.4～2003.09.018） 

永井 伸幸 氏 ユニー（株）（2004.9.4～2003.09.018） 

・2004/2005 学年度第 1 学期開始 

準備学年入学者数 イズミール校 60 （内女子 1）名 コンヤ校 30（内女子 1）名 

第 9 学年在籍者数 イズミール校 54（内女子 1）名 コンヤ校 27（内女子 4）名 

第 10 学年在籍者数 イズミール校 48（内女子 2）名 コンヤ校 30（内女子 0）名 

第 11 学年在籍者数 イズミール校 50（内女子 4）名 コンヤ校 29（内女子 0）名 

 ・平成 16 年度供与機材（本邦購送分）に係る契約（随契）締結 

関東物産株式会社（¥41,475,000.-） 

11 月 ・第 10 回 Project Progress Meeting 開催（於：コンヤ） 

 ・第 3 回 Ｊｏｉｎｔ Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ開催（於：コンヤ） 

 ・ＪＩＣＡ国別特設研修「トルコ工業高校マネジメント研修（8 名）」実施（2004.11.21～2004.12.15） 

Mr. Ramazan TEKE, Adana Merkez (Center) Anatolian Technical High School 

Mr. Ahmet ÖZDEMİR, Ankara İskitler Anatolian Technical High School 

Mr. Hasan ÖZEN, Antalya Merkez (Center) Anatolian Technical High School 

Mr. S. Sırrı KABADAYI, Eskişehir Atatürk Anatolian Technical High School 

Mr. Hasan GÜRBÜZ, Mersin-Tarsus Anatolian Technical High School 

Mr. Celal ŞAHİN, İstanbul Pendik Anatolian Technical High School 

Mr. Veysel AKDAŞ, Van Merkez (Center) Anatolian Technical High School 

Mr. Satı ÇALIŞKAN, School Director, İzmir Mazhar Zorlu ATHS 
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トルコ 自動制御技術教育改善計画 

2005 年(平成 17 年) プロジェクト年表 

 

2004 年(平成 16 年)                                                       

1 月 ・ＪＩＣＡ国別特設研修「トルコ工業高校マネジメント研修（8 名）（2004.11.21～2004.12.15）」帰国報告会 於 アンカラ 

・2004/2005学年度第1学期終了 

2月 ・2004/2005学年度第2学期開始 

 ・トルコ自動制御技術教育改善計画 普及計画に係る技術調査（20052.19～2005.3.25） 

3月 ・平成16年度供与機材(本邦購送分)到着(C.1.F lZMlR\42,134,028.-) 

・平成 16 年度 CP 研修事業・5 名が本邦での研修を終了し帰国 

Mr. Bülent VARDAL, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Mustafa NAZMAN, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Telat GÜLER, Izmir Mazhar Zorlu ATHS (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Murat AKDOGAN, Konya Adil Karaagaç (2004.8.2～2005.3.26) 

Mr. Yavuz BUYRUKBILEN, Konya Adil Karaagaç (2004.8.2～2005.3.26) 

・Teachers Training Center (TTC)建設工事着工（Izmir Mazhar Zorlu ATHS 敷地内） 

現在に至る。 
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8) Lecture record to C/P (1/8) FA system

Period Ｔｉｍｅ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｅｘｐeｒｔ Ｉntelligibility ＣP Total
2002.01.23-2003.02.05 0 0

2002.02.06-2002.03.05 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.03.06-2002.03.26 0 0

2002.03.27-2002.04.09 0 0

2002.04.18-2002.05.26 10
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 50

2002.05.27-2002.06.18 0 0

2002.06.19-2002.07.02 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.07.02-2002.07.16 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.07.17-2002.08.22 0 0

2002.08.23-2002.09.10 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.09.11-2002.09.24 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.09.25-2002.10.08 10
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 5 50

2002.10.09-2002.10.22 0 0

2002.10.23-2002.11.05 0 0

2002.11.06-2002.11.19 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 1 5

2002.11.20-2002.12.02 0 0

2002.12.03-2002.12.24 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 25

2002.12.25-2003.01.07 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 8 40

2003.01.08-2003.01.28 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 8 40

2003.01.29-2003.02.18 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 2 10

2003.02.19-2002.03.04 0 0

2003.03.05-2003.03.18 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 4 20

2003.03.19-2003.04.01 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 25

2003.04.02-2003.04.15 5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 25

5
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 25

5
Basic practice for

information technology
TOYAMA Good 7 35

2003.04.29-2003.05.18 0 0

2003.05.19-2003.06.10 15
Sequence control

technology
TOYAMA Good 5 75

2003.04.16-2003.04.29
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8) Lecture record to C/P (3/8) Automatic production

Period Ｔｉｍｅ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｅｘｐeｒｔ Ｉntelligibility ＣP Total

2002.01.23-2003.02.05 0

2002.02.06-2002.03.05 0
2002.03.06-2002.03.26 0
2002.03.27-2002.04.09 - 0
2002.04.18-2002.05.26 20 BW ISHIDA Good 5 100
2002.05.27-2002.06.18 - 0
2002.06.19-2002.07.02 - 0
2002.07.02-2002.07.16 40 BW ISHIDA Good 4 160
2002.07.17-2002.08.22 - 0
2002.08.23-2002.09.10 20 BW ISHIDA Good 4 80
2002.09.11-2002.09.24 21 BW ISHIDA Good 1 21
2002.09.25-2002.10.08 40 BW ISHIDA Good 2 80
2002.10.09-2002.10.22 20 BW ISHIDA Good 3 60
2002.10.23-2002.11.05 - 0
2002.11.06-2002.11.19 - 0
2002.11.20-2002.12.02 10 BW ISHIDA Good 4 40
2002.12.03-2002.12.24 10 BW ISHIDA Good 4 40
2002.12.25-2003.01.07 10 BW ISHIDA Good 4 40

5 BW ISHIDA Good 4 20
30 CCT ISHIDA Good 8 240

2003.01.29-2003.02.18 5 BW ISHIDA Good 4 20
2003.02.19-2002.03.04 15 CCT ISHIDA Good 8 120
2003.03.05-2003.03.18 30 CCT ISHIDA Good 8 240

5 CCT ISHIDA Good 12 60
20 CCT ISHIDA Good 4 80
10 BW ISHIDA Good 4 40
10 CCT ISHIDA Good 2 20
3 BW ISHIDA Good 4 12

2003.04.16-2003.04.29 - 0
2003.04.29-2003.05.18 - 0
2003.05.16-2003.05.29 8 BW ISHIDA Good 4 32
2003.05.30-2003.06.10 10 BW ISHIDA Good 8 80
2003.06.11-2003.07.01 20 CCT ISHIDA Good 8 160
2003.07.02-2003.07.15 - 0
2003.07.17-2003.07.27 - 0
2003.07.28-2003.08.11 - 0
2003.08.12-2003.09.03 8 Math2 ISHIDA Good 10 80
2003.09.04-2003.09.16 3 IM ISHIDA Good 4 12
2003.09.17-2003.10.01 10 IM ISHIDA Good 5 50

11 IM ISHIDA Good 2 22
8 CCT ISHIDA Good 4 32
6 Math2 ISHIDA Good 8 48
2 CCT ISHIDA Good 4 8
15 IM ISHIDA Good 10 150

2004.01.06-2004.01.19 3 IM ISHIDA Good 9 27
2004.01.20-2004.02.16 - ISHIDA 0

12 CCT ISHIDA Good 10 120
30 CCT ISHIDA Good 4 120
6 CCT ISHIDA Good 4 24
6 CCT ISHIDA Good 10 60

2004.03.17-2004.03.30 - 0

2003.01.08-2003.01.28

2004.02.17-2004.03.02

2004.03.03-2004.03.16

2003.10.02-2003.10.26

2003.10.27-2004.01.05

2003.03.19-2003.04.01

2003.04.02-2003.04.15
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8) Lecture record to C/P (5/8) Network 

Period Ｔｉｍｅ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｅｘｐeｒｔ Ｉntelligibility ＣP Total
2002.01.23-2003.02.05 0

2002.02.06-2002.03.05 0

2002.03.06-2002.03.26 0
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Video YAMAUCHI Good 1 3
3 Video YAMAUCHI Good 1 3
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6

2002.05.27-2002.06.18 0
2002.06.19-2002.07.02 0
2002.07.02-2002.07.16 0

3 Math1 YAMAUCHI Good 4 12
3 Math1 YAMAUCHI Good 4 12
3 Math1 YAMAUCHI Good 4 12
3 Math1 YAMAUCHI Good 4 12
3 Math1 YAMAUCHI Good 4 12
2 Net Meet YAMAUCHI Good 2 4
2 Net Meet YAMAUCHI Good 2 4

2002.08.23-2002.09.10 0
2002.09.11-2002.09.24 0

2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
2 Math1 YAMAUCHI Good 3 6
2 Math1 YAMAUCHI Good 3 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 2 6
3 Math1 YAMAUCHI Good 3 9
3 Math1 YAMAUCHI Good 3 9
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 Math1 YAMAUCHI Good 2 4
2 P Com YAMAUCHI Good 2 4

2002.12.25-2003.01.07 0
4 Math1 YAMAUCHI Good 2 8
4 Math1 YAMAUCHI Good 2 8
4 Math1 YAMAUCHI Good 1 4
4 Math1 YAMAUCHI Good 1 4
2 P Com YAMAUCHI Good 2 4

2003.01.29-2003.02.18 0
2003.02.19-2002.03.04 0
2003.03.05-2003.03.18 0

3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 3 9
3 E and E YAMAUCHI Good 1 3
3 E and E YAMAUCHI Good 1 3
3 Seminar YAMAUCHI Good 2 6
3 Seminar YAMAUCHI Good 2 6
3 Seminar YAMAUCHI Good 3 9
3 Seminar YAMAUCHI Good 3 9

2002.03.27-2002.04.17

2002.04.18-2002.05.26

2002.07.17-2002.08.22

2002.09.25-2002.10.08

2002.10.09-2002.10.22

2002.10.23-2002.11.05

2002.11.06-2002.11.19

2002.11.20-2002.12.02

2003.04.16-2003.04.29

2002.12.03-2002.12.24

2003.01.08-2003.01.28

2003.03.19-2003.04.01

2003.04.02-2003.04.15
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Math1(9th) Industrial mathematics Ⅰ

E and E(10th) Electricity & electronics technology

Seminar For Network Seminar
Net Meet Setting for Netmeeting

Video Setting for Video and Computer
P Com How to use Pocket Computer  



 

8) Lecture record to C/P (7/8) Product design 

Period Ｔｉｍｅ Ｃｏｎｔｅｎｔｓ Ｅｘｐeｒｔ Ｉntelligibility ＣP Total

2002.01.23-2003.02.05 3 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 1 3
2002.02.06-2002.03.05 3 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 1 3
2002.03.06-2002.03.26 9 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 3 27
2002.03.27-2002.04.09 18 Ｒｏｂｏｔ Teramoto Ｇｏｏｄ 3 54
2002.04.18-2002.05.26 18 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 3 54
2002.05.27-2002.06.18 30 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 3 90
2002.06.19-2002.07.02 6 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 3 18
2002.07.02-2002.07.16 0 Teramoto 0 0
2002.07.17-2002.08.22 0 Teramoto 0 0
2002.08.23-2002.09.10 0 Teramoto 0 0
2002.09.11-2002.09.24 0 Teramoto 0 0

14 Video_soft Teramoto Ｇｏｏｄ 1 14
12 Monitor Teramoto Ｇｏｏｄ 2 24

2002.10.09-2002.10.22 0 Teramoto 0 0
2002.10.23-2002.11.05 0 Teramoto 0 0
2002.11.06-2002.11.19 0 Teramoto 0 0
2002.11.20-2002.12.02 0 Teramoto 0 0
2002.12.03-2002.12.24 6 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 2 12
2002.12.25-2003.01.07 5 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 1 5
2003.01.08-2003.01.28 0 Teramoto 0 0
2003.01.29-2003.02.18 0 Teramoto 0 0
2003.02.19-2002.03.04 0 Teramoto 0 0
2003.03.05-2003.03.18 0 Teramoto 0 0
2003.03.19-2003.04.01 24 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 1 24
2003.04.02-2003.04.15 20 PIC Teramoto Ｇｏｏｄ 6 120
2003.04.16-2003.04.29 0 Teramoto 0 0
2003.04.29-2003.05.18 0 Teramoto 0 0

2002.09.25-2002.10.08
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